
　この度のご質問は、ルールに対するご質問なのか、ジュニア（小学生）がアンパイヤーとして下した判定に対するご質問なのか、
それともベンチコーチとの話し合いからのご質問なのでしょうか。貴殿が２級審判講習会を受講され資格を取得し現場でプレー
ヤーとして又アンパイヤーとして研鑽を積まれている知識と話術とジュニアがアンパイヤーとして判定を下した時の知識と話術の
違いは少なからずあるはずです。
　今回のご質問の内容から細かい様子はくみ取れませんが、プレーヤーからの質問に対し、アンパイヤーは自信を持って「アウト」

でもないと判断したかもしれません。このあたりの事は、現場で見ていない限り文章上でのお答えになります事をお許し下さい。
再度ご質問されたようですが、ご質問の仕方によっては異議とみなされ、初回と同様の回答になったのでしょう。ところで、ベ
ンチコーチからアンパイヤー本人と話され今後のご指導をお願い
したいところです。
　そこで、講習会や研修会で講師から色々と説明がありますが、
ジュニアに対する講習会は２級審判講習会と同様に説明はするも
のの、やや内容が濃くないかもしれません。しかし、２級審判資
格以上については完ぺきに理解して頂きたいので、事例等を上げ
て細やかに説明があるはずです。それでも起こりえることすべて
について網羅されているかというと、時間の関係で無理がありそ
うです。後は研修・研鑽を積まれることを期待しているのです。ジュ
ニア審判にはそこまで要求（イエローカード等）出来ていません。

、が問質るす対に定判、がすでていつに」…し認確を容内…「、でこそ
「イン・アウトの判定に対する事なのか、判定の経過等についての
質問なのか」、という内容を確認されると、結果ははっきりします。

【関連規則】

アンパイヤーの任務は、競技規則に従い、プレーヤーの円滑なプレーの進行を促し、公正かつ迅速に正確な判定を下さな
ければならない。

　ジュニアの指導者です。【審判規則】（再判定）第14 条の解説２５ 文中の『……プレーヤー
から判定に対し質問等があった場合は、内容を確認し、判定に誤りがあれば……』につい
ての例をあげた解釈について教えていただきたいので宜しくお願いします。

　小学生の大会中にベンチコーチとして入っていたときの事です。コートサーフェイスは砂入人工芝でした。自陣がレシー
バーで相手のサービスがサービスセンターラインの横に10㎝以上外れていたので、選手はあきらかにフォールトと判断し
ボールを止めました。そこで正審の判定はイン、副審はぜんぜん見ていなかった状況（正審・副審共に小学生）でした。
　そこで、私は選手に審判に『ボールの落下点はどこですかと質問してみなさい』と話し、選手が正審に質問したところ、
確認もせず、副審にも声をかけず、ただインのサインを出した状況でした。
そこで、内容の落下点の確認、副審とのコンタクトも取らずに一方的な判定であったため、提訴も視野にいれ、落下点はど
こだったのか再度質問してみたところ、先程と同じ痕跡の確認もせずにインのサインを出され、相手のベンチコーチから「イ
エローカードを出せ」の一点張りといった状況でした。
　結果は、再判定はインとなりました。このような状況で、その後相手のベンチコーチと話しをしたところ、『痕跡の確認は、
義務でないから痕跡の確認は絶対しなければならないわけではない。ルールブックには、正審の義務とは書いてないでしょ
う』との返事でした。
　そこで、この審判規則第１４条（再判定）の解説２５の内容の確認について、痕跡の確認はまったく無視してよいものな
のか、解釈を教えて下さい。
　私は、２級審判の資格もあり、選手としても大会に出ており、インドアでは痕跡の確認は無理ですが、砂入人工芝やクレー
のコートの場合、「確認をしてほしい」といわれたら、しっかり痕跡の確認を行い、判定しています。今後、ジュニアの育
成指導のためにも、ご指導宜しくお願い致します。

（財）日本ソフトテニス連盟　審判委員会

知っておきたい規則とルール

審判規則第１４条（再判定）及び［解説２５］、審判規則第１５条（判定の誤り）
競技規則第４０条（異議の申立て等の禁止）
ジュニア審判マニュアル「審判規則について」     ４「判定の確認と連携」
ジュニア審判マニュアル「審判規則について」     ５「プレーヤーから質問があったときは？（再判定）
ジュニア審判マニュアル「審判規則について」     ６「判定を間違えたときは？（判定の誤り）」
ジュニア審判マニュアル「競技規則について」    １５「アンパイヤーの判定に異議がある場合どうしたらよいか？（質問）」


